
令和５年度 金津地区地域福祉懇談会（新年度打合せ会議）報告 

 

福祉懇談会（金津地区） 

 

日時：令和 5 年 5 月 28 日（日）10:00～11:30 

会場：金津地区コミュニティセンター 

出席者 

金津コミ協：青木会長、今井副会長、齊藤副会長、中野副会長、植木会計、萱森事務長 

金津地区社協：小林委員長、小林委員 

金津地区民児協：太田副会長、長谷川副会長、高橋民生委員、沼田民生委員、小坂民生委員、 

        小玉民生委員、長谷川民生委員、伊藤民生委員、宮﨑民生委員 

秋葉区社協：横山事務局長補佐、藤田、吉岡 

 課題・具体的な取り組み（現況） Ｒ5 年度取り組み 

見
守
り 

○高齢者の見守り訪問について 

・見守り活動が浸透していない。（あい愛訪問） 

・来てくれて良かった、来なくて良いなど人によって受け取り方も違う。 

・見守り訪問の押しつけは良くないが、地区社協の見守りは敷居が低いも 

 のであり、希望される人を取りこぼさないようにしてほしい。 

・訃報が届くと高齢者のみの世帯であれば、残った家族はどうかという視 

 点で声をかけている。（友愛訪問） 

・手をあげられない人の声なき声を聞いていく。 

・訪問時にどんな会話をしたらいいかわからないため、話題を提供してほ 

 しい。 

 

○地区社協の役割について 

・令和 5 年度は地区社協のメンバーが変わったため、具体的なところはこ 

 れから進めていく。 

・今できることをできる人で少しずつ進めていきたい。 

○あい愛訪問の継続（地区社協） 

 ・取り組みの周知 

 ・連携 

（地区社協、自治会・町内会、民生委員） 

 

○友愛訪問の継続（民生委員） 

 

 

 

 

 

○地区社協の役割の確認 

○学習会の検討 

 

 



 課題・具体的な取り組み（現況） Ｒ５年度の取り組み 

見
守
り 

・地区社協がどの範囲をするべきか不安もあり、地区社協の役割を考えて 

 いきたい。 

・他地区の地区社協の事例を聞きたい。 

・見守り訪問のあり方を学びたい。 

 

○見守り活動の推進について 

・見守り活動は多くあってよいが、役割の整理や周知が必要である。 

・民生委員の見守り(友愛訪問)と地区社協の見守り（あい愛訪問）の違い 

 がわからない。 

・見守りを通して、心配ごとが民生委員へつながってくる。 

・見守りはしてあげるものでも、してもらうものでもない。相手の気持ち 

 が大切である。 

 

○子どもたちへの見守り・地域全体の見守り活動 

・登下校の見守り活動は、防犯活動につながる。 

・他区の事件をきっかけに４年前より「ぴいす金津」を始め、金津以外で 

 評判になっているが、金津地区ではまだ周知不足を感じている。 

・危険個所が 23 ヵ所あり、椅子の設置ができている所は 16 ヵ所。寄付し 

 てもらうことが防犯にもつながるが、不要になった椅子が集まらない。 

・地区民児協で 2 年前より交通安全、危険個所等の視点で、児童見守り合 

 同パトロールを実施している。 

・さまざまな見守り活動から令和 4 年度の不審者情報がなくなった。 

 

 

 

 

 

 

 

○見守りの役割の整理 

○周知方法の検討 

○見守りの視点の明確化 

○情報の共有・連携 

 （地区社協、自治会・町内会、民生委員） 

 

 

 

○ぴいす金津の継続 

 ・周知方法の検討、呼びかけ 

○児童見守り・合同パトロールの継続 

 （民生委員） 

○ながら見守りの継続 

○わんわんパトロールの継続 

 



 課題・具体的な取り組み（現況） Ｒ５年度の取り組み 

福
祉
推
進
・
連
携 

○福祉推進について 

・福祉推進をみんなで考えていく必要がある。 

・町内で町内役員・民生委員・茶の間運営の３者で情報交換会をしており、 

  情報を共有している。（西古津自治会） 

・自治会・町内会長会で町内の情報共有について伝えていきたい。 

・５年前に各自治会の福祉活動についてヒアリングをしたが、今年も実施 

 したいため、自治会・町内会長会等で相談しながら進めたい。（民生委員） 

 ・やるべきことは多少無理をしても最優先に進めていく。 

 

○情報交換会の実施を検討 

 （地区社協、自治会・町内会、民生委員） 

○自治会・町内会内での情報共有の進め 

○福祉活動の把握 

 

居
場
所 

○茶の間について 

 ・茶の間も見守りの役割がある。 

 ・茶の間の運営もみんなで協力していくことが人が増えていくことにつな 

がる。 

 ・スタッフも参加者も男性の参加が少ない。 

 ・町内会と老人クラブとの連携があるとよい。 

 ・参加者が高齢となって、足腰が弱くなり、会場まで来れない人が出てき 

  ており、参加者の減少がみられる。しかし、茶の間内で送迎まではでき 

ない。（さわやか朝日） 

 ・自治会からも助成をもらえており、参加費なしで実施できている。 

 

○運営の継続と工夫 

○情報交換・連携 

防
災 

○防災の取り組みについて 

 ・動ける高齢者はいいが、声をあげることができない高齢者をどうしてい 

くか。 

 ・黄色いハンカチの活動は声を出せない人にも有効な手段である。（古津） 

○防災訓練の実施（コミ協） 

○避難行動要支援者への対応の検討 



 

 課題・具体的な取り組み（現況） Ｒ５年度の取り組み 

 ・防災訓練等、若い世代の参加が少ない。 

 
 

 

○小・中学校とコミ協との連携について 

 ・昨年実施した文化の日の取り組みを継続して実施する。 

 ・合同の防災訓練を実施し、地域の安全につなげる。 

 

○文化の日の事業実施 

○合同防災訓練の実施 


